
　智者家康の末裔たちへの旅（2）
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畿内七道とは
日本列島は実はひとつの地層ではなく、

２億５０００万年前から堆積した

陸や海の地層が北や南、西や東から

集まりかさなりあって出来ている。

１３００年前大和政権が律令国家となり、

その日本の成り立ちにそって

各地方を区分したのが畿内七道だった。

会員特典

（左）名古屋城菊花総合花壇　写真提供：名古屋城管理事務所　
（右）徳川園　夜間開園　写真提供：徳川園

会員特典 つながりあう日本三十六景畿内七道の
文化施設をご紹介

重要文化財　黒織部筒茶碗　銘 冬枯　
桃山時代・17世紀　所蔵・写真提供 徳川美術館

究極の大名家の
見立て茶道具

枯れ残った草木を髣髴とさせ、斜めに掛け分

けた黒釉と白釉が小袖の片身替わりの意匠を

思わせる名品。徳川美術館は徳川家康歿後、

御三家に分与された遺愛品「駿府御分物」の

うち、尾張家初代義直に賜った品を中核に300

点を超える茶の湯道具を所蔵。足利将軍家か

ら織田信長、豊臣秀吉、徳川家康と華やかな

伝来を誇る名物茶の湯道具を含めた一大コレ

クションを紹介する。

この季節催事情報特にございません。

この季節のご紹介は、
特にございません。

この季節のご案内は特にございません。

この季節のご案内は特にございません。

徳川美術館

愛知県名古屋市東区徳川町1017　

TEL：052-935-6262

名古屋城は織田信長誕生の那古野城跡に徳川家

康が築城。御三家尾張徳川家17代の居城となり、文

化や交易の栄える都市の中心になる。本丸御殿は

狩野貞信や探幽など狩野派絵師により、部屋ごとの

題材で床の間絵、襖絵などが描かれる。二代藩主・

光友の隠居所・大曽根屋敷は池泉回遊式の荘厳な

大名庭園・徳川園となる。

樹齢千年を越える大楠が広大な敷地に宿る宝物館（文

化殿）。約6000点の奉納品が、1900年もの熱田神宮信仰

の歴史を今に伝える。信長は桶狭間の戦勝を祈願し、勝

利の後、感謝の土塀を贈る。江戸時代、徳川御三家尾張

藩の信仰の篤さを渡辺清筆の花鳥図屏風が伝える。そ

の王朝文化の華麗さは、京都御所の襖絵も描いた土佐

光起からの伝統。

熱田神宮　宝物館（文化殿）
愛知県名古屋市熱田区神宮1-1-1　TEL: 052-671-0852　
（開）9:00-16:30　（休）毎月最終水と翌日　（料）大人300円、小人150円

6歳から10年以上、人質の旅に出る徳川家康。理性を磨き30歳に三河・遠州またがる領主となり、京を目指す旅に出た50歳を過ぎた戦国武将、武
田信玄と対峙。信玄が領内を行き過ぎるを待たず、成すべきをなすとして打って出る。敗北。果断なる勇気を持つ者が智者であることをまた伝える。

熱田神宮宝物館　写真提供：熱田神宮

旅鶴倶楽部　責任編集「旅鶴プラン３００」
スタイルカフェ・ドット・ネット　
〒541-0053大阪市中央区本町2-5-7　大阪丸紅ビル１F　TEL:06-6264-7140

今回ご紹介する文化施設の催事につきましては、
東日本大震災の影響で一部に変更する可能性もございます。
最新の情報は、右のサイトでご確認を ！

この季節のご紹介は、
特にございません。

この季節催事情報特にございません。

徳川園　
愛知県名古屋市東区徳川町1001
TEL：052-935-8988　
（開）9:30〜17:30（入園17：00まで）　（休）月、祝
の翌日　（料）大人300円、中小以下無

名古屋城　
（問合せ）名古屋城管理事務所　
TEL：052-231-1700　
（開）9:00〜16:30　（休）年末年始　
（料）大人500円、中生以下無

東海道

東海道 東海道

祈年祭　写真提供：鶴岡八幡宮
写真提供：徳川園

国宝 短刀 無銘 正宗 名物 庖丁正宗
写真提供：徳川美術館

徳川園
名古屋市東区徳川町1001
☎052-935-8988

冬牡丹展示
平成24年1月2日（月）～2
月26日（日）

わら囲いをした冬牡丹の大輪の花が庭園内
に展示される。鮮やかな島大臣・八千代椿をは
じめ、厳しい寒さに耐えて凛と咲く冬牡丹は、
見るものに魅力的にその風情と心情を伝える。

鶴岡八幡宮
神奈川県鎌倉市雪ノ下 2-1-31
☎0467-22-0315

祈年祭
平成24年2月17日（金）

古くは「としごいのまつり」と訓み、「とし」とは
「稔り（みのり）」の意味で、春のはじめにその年
の五穀豊穣を祈る祭。今日ではすべての産
業の発展、国家の繁栄を祈り、巫女による舞
が奉納される。

徳川美術館
名古屋市東区徳川町1017　
☎052-935-6262

特別展「名物刀剣　ー宝物の日本刀ー」
平成24年1月4日（水）～2月5日（日）

室町時代以降「名物」と呼ばれた名刀を一
堂に集めた展覧会。鎌倉時代以降の武将た
ちが愛蔵した名刀や名物刀剣が紹介され、
その始まりから後世に至る展開、評価の定着
を明らかにされる。


